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 売上高は各事業ともに前年同期を上回り増収、期初計画も上回る
 出退店等の影響を除くと、増収効果等により営業利益は前年同期比増益
 新店開業に伴う先行費用等により最終的な営業利益は前年同期比減益も、営業損失を見
込んでいた期初計画に対し各段階利益とも黒字を確保

業績概要

単位：百万円
※百万円未満は切り捨て
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2,543 2,431 ＋111 ＋4.6%

レストラン 1,413 1,364 ＋48 ＋3.6%

ブライダル 968 950 ＋18 ＋1.9%

その他 160 116 ＋44 ＋38.1%

営業利益 26 71 ▲44 ▲62.3%

経常利益 33 70 ▲36 ▲51.5%

四半期純利益 31 59 ▲28 ▲47.6%

売上

27年3月期
Q1

26年3月期
Q1

前年同期比



売上分析 前年同期比較

 売上高は前年同期比4.6％増、既存店増収と新規出店により退店影響を吸収
 レストランは、価格帯毎に提供内容・集客手法の最適化を進め客数が増加し増収
 ブライダルは、料飲・付帯商品の提案強化により組単価が上昇し増収
 その他は、ホテル運営受託・店舗運営受託事業の拡大、M&Aによる新規連結により伸長

2

単位：百万円

前年同期実績 レストラン ブライダル その他 出退店影響 当期実績

＋33
＋18

＋44 ＋15

2,431

2,543

件数 302件 ▲4件
単価 3,185千円 +117千円

ホテルMC        +6M
受託事業 +13M
M&A子会社 ＋40M

新店
・26/2   HRMT STAGE
・26/5 MONSIEUR DIOR OSAKA
退店
・25/12 代官山ASOチェレステ 二子玉川店

＋1.4%

＋0.8%
＋2.0%

＋0.6%

4.6%増



損益構造分析 前年同期比較

 増収効果と原価率の改善により売上総利益が拡大
 採用・広宣費等の増加を吸収し、出退店等の影響を除いた既存店ベースでは増益
 新店開業の先行費用等により、最終的な営業利益は前年同期比減益
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単位：百万円

前年同期
営業利益 増収 原価等 人件費 販管費 出退店影響 その他

当期
営業利益 営業外損益 法人税 当期純利益

＋57 ＋3

▲21

▲29

▲48
▲7

＋7

▲2

71
81

26
31

前年同期比較

昨対差 ▲44M

営業外収入 +22M

営業外費用 ▲15M
レストラン ＋3M

受託事業 ▲13M

本社 ▲11M

レストラン +22M

ブライダル ＋12M

その他 ＋22M

レストラン ▲51M

本社 ＋24M

既存店ベース営業利益
昨対差 ＋10M

M&A子会社関連 ＋1M

仏子会社特殊要因 ▲8M



貸借対照表

単位：百万円
※百万円未満は切り捨て
※ROA・ROEは前年同四半期との比較

 戦略的なワイン在庫拡充による原材料の増加、消費税の還付等による未収入金の減少
 M&Aによるのれん、システム投資によるソフトウエア仮勘定を新たに計上
 前期計上の設備投資等の支払により未払金・未払費用が減少
 有利子負債の圧縮を継続、自己資本比率は52.5％へ上昇
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2027年3月期1Q 2026年３月期4Q 増減
資産 11,672 11,914 ▲241

現預金 5,039 4,966 ＋72
原材料及び貯蔵品 2,115 2,044 ＋70
未収入金 21 521 ▲500
有形固定資産 2,160 2,187 ▲26
ソフトウエア仮勘定 48 0 ＋48
のれん 87 0 ＋87

負債 5,524 5,798 ▲273
有利子負債 3,558 3,616 ▲58
未払金・未払費用 574 807 ▲232

純資産 6,148 6,116 ＋31
利益剰余金 307 276 ＋31

自己資本比率 52.5% 51.2% ＋1.3%
ROA（総資産経常利益率） 0.3% 0.6% ▲0.3%
ROE（自己資本経常利益率） 0.6% 1.2% ▲0.6%



連結キャッシュ・フロー計算書

 営業CFは、398百万円の収入のうち、特殊要因346百万円を除くと52百万円の収入
 投資CFは、既存店改修やM&Aによる株式取得等により267百万円の支出
 財務CFは、有利子負債の返済等により58百万円の支出
 期末現金残高は5,037百万円

単位：百万円
※百万円未満は切り捨て
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26年3月期4Q
現金残

営業CF 投資CF 財務CF
27年3月期1Q

現金残

4,966

398

▲267 ▲58

5,037

有形固定資産取得 ▲139M
建築協力金の支払/回収 ▲17M
その他 ▲110M

有利子負債の返済 ▲57M

特殊要因 ＋346M
特殊要因を除く営業CF ＋52M
・税前利益 ＋33M
・非資金費用 +58M
・その他 ▲39M



免責事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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